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宇都宮大学

2017年教育学部第 2問

2 平面上の異なる 2つの定点O，Aと直線OA上にない点 Bに対し，Aを通り直線OBに平行な直線を `と

する．線分ABを 2 : 3に内分する点を Cとし，Cから `に下ろした垂線を CDとするとき，次の問いに答えよ．

ただし，
¡!
OA =

¡!
a，
¡!
OB =

¡!
b ，
¡!
OC =

¡!
c ，
¡!
OD =

¡!
d をそれぞれ Oを基準とするA，B，C，Dの位置ベクトル

とする．

(1)
¡!
c を

¡!
a ;
¡!
b を用いて表せ．

(2)
¡!
d を

¡!
a ;
¡!
b を用いて表せ．

(3) j
¡!
a j = 3，j

¡!
b j = 1をみたし，かつ

¡!
a と

¡!
b のなす角が 120±であるとき，四角形OADBは平行四辺形で

あることを示せ．

(4) j
¡!
a j = sとする．

¡!
b が

¡!
a ¢
¡!
b 5 0をみたし，かつ四角形OADBが平行四辺形であるとき，

¡!
b + 1

3

¡!
a

を sの式で表せ．


